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「マンツーマンディフェンスの基準規則」および 

「マンツーマンディフェンスの基準規則・補足解説」の改定内容 

 

 

1.「マンツーマンディフェンスの基準規則」改定内容 

(1)基準規則違反の罰則に以下の赤字・下線部分を追加。 

（ゲームの勝敗が決した場合のテクニカル・ファウルの適用を除外。ただし、リーグ戦など得失点差が影

響する場合を除く。） 

 

※基準規則違反の罰則 

 ゲーム中はコミッショナーがマンツーマンディフェンスを監督・管理する。 

 コミッショナーがマンツーマンディフェンスの基準規則違反を察知した時は、審判に合図し（旗を振る

等）、その直後のゲームクロックが止まった際に、審判は両チームのコーチを TO席前に招き、コミッショ

ナーから内容説明をした後に、審判が警告を与える。 

（タイムアウトではないので、選手はコート上にて待機させる。コーチから選手に説明する時間が必要な

場合、TO席前にコート上の 5人の選手を集め、速やかに説明を行う。） 

その後の基準規則違反は、ベンチ（コーチ）のテクニカル・ファウルが適用される。 

（注 1）各ピリオド（延長時限を含む）の終了間際に違反行為が生じ、コミッショナーの旗（赤色）が上が

り、そのままゲームクロックが止まらずに各ピリオドが終了した場合、その警告および罰則は

すべて有効とする。ただし、トーナメント戦の第 4 ピリオドまたは各延長時限の終了時におい

て、テクニカル・ファウルの罰則によるフリースローを行っても勝敗に影響がない場合は、テク

ニカル・ファウルを適用しない。なお、ただし以降は、ミニバスケットボールにおいては適用し

ない。 

     ＜勝敗に影響がない場合＞ 

・第 4ピリオドまたは各延長時限の終了時において、得点の多いチームにフリースローが与え

られる場合 

・第 4ピリオドまたは各延長時限の終了時において、得点の少ないチームにフリースローが与

えられるが、得点差が 2点以上離れている場合 

（注 2）ゲーム終了間際（第 4ピリオド・延長時限）残り 2分を切ってからの違反行為（赤色の旗・警告）

については、1 回目の警告でもテクニカル・ファウルの対象とする。ただし、ミニバスケットボー

ルにおいては適用しない。 

また、各運営団体の定める取り決めに従い、研修を重ねること。 

 

  



2.「マンツーマンディフェンスの基準規則・補足解説」改定内容 

(1)「◆マンツーマンディフェンスの見分け方」を一部修正。 

 （オンボールディフェンスの距離は「マンツーマンディフェンスの基準規則」に最大 1 メートルと記載されて

いるため削除。また、スローインするオフェンスプレーヤーに対するマッチアップについて追記。） 

 

◆マンツーマンディフェンスの見分け方 

・マンツーマンの意識がある。（声のサイン・手のサイン・アイコンタクト・ポジション等） 

・ボールや相手とともに動いている。 

・相手チームのフロントコート内のマッチアップエリア付近からはマンツーマンディフェンスを始めている。 

（オールコート、ハーフコート等ディフェンスをし始める位置を定めない。） 

・オンボールのマッチアップは 1.5m 以内を目安とする。（マッチアップエリア以外においては、スローインも含

め、1.5m以内は当てはまらない。）＜削除＞ 

・マッチアップエリア以外において、チームとして個々のオフェンスに対してピックアップするディフェンスを行

う場合は、スローインするオフェンスにマッチアップしなければならない。 

 

(2)「マンツーマンディフェンスの基準規則」および「同・補足解説」におけるトラップの定義を追記。 

 

※「マンツーマンディフェンスの基準規則」および「同・補足解説」におけるトラップの定義： 

ボールをスティールできる距離における数的優位な守り方 

 

 

以上 

 


